
レジオネラ 
レファレンスセンター報告"

国立感染症研究所!
細菌第一部!

神奈川県衛生研究所!
微生物部!

神戸市環境科学保健研究所!
微生物部!

仙台市衛生研究所!
微生物課!

宮崎県衛生環境研究所!
微生物部!

富山県衛生研究所!
細菌部!

岡山県環境保健センター!
細菌科!

衛生微生物技術協議会第33回研究会!
平成24年6月29日、横浜!



56�
154�

86�
167�146�161�

281�

518�

668�

892�

717�751�
797�

0�
100�
200�
300�
400�
500�
600�
700�
800�
900�
1000�

年度別報告状況 
(感染症発生動向調査）	

（

報
告
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※1：1999年の報告数は4～12月までの数値である。 !
※2：2011年の報告数は52週までの報告数としての暫定値である!
2009年の報告数の減少：新型インフルエンザと宿泊客の減少が影響か？	

※1 ※2 

循環式浴槽で!
集団感染	

尿中抗原検査!
保険収載	

尿中抗原検査!
保険適用	



レジオネラに関する動向�
	

1)  レジオネラ症の発生�7月にピーク�湿度に関連。推定感染源は入浴施設が多いが、不明なものも多い。	

	

2）�日本の臨床分離株の血清群、遺伝子型、MAb型のまとめ�Amemura-Maekawa Jら、JMM (2010年6月）	

	

3）�日本の環境分離株L. pneumophila 血清群1の遺伝子型、Mab型のまとめ、冷却塔、土壌分離株に特色
あり。�Amemura-Maekawa Jら、AEM (2012年6月）	


	

 
4）運転手関連、日本で水溜りから検出、日本と英国でウィンドウ・ウォシャー液から検出、英国でウィンドウ・
ウォシャー液と感染がリンク 

 
5) 2010年10月横浜市で太陽熱温水器の温水由来の菌による感染事例	

	

6)�2011年3月11日、東日本大震災、津波で4名が感染。	

	

7）�2011年9月横浜市のスポーツ施設の入浴設備で9名肺炎等に。	

	

	

8）�2010年2-3月、米国の病院玄関ロビーの修景水で外来者が8名肺炎。	

	

9）�2011年2月、イタリアの健康な82歳女性が歯の治療で感染、死亡。	

	

�



レジオネラ・レファレンスセンターの������
現在の活動	 

	

•  1）病原体サーベイランス�臨床分離株の収集と型別�SBT、MAb型	

	

•  2）レジオネラ免疫血清ロングビーチ2群、2253（3群？）配布	

•  レジオネラ免疫血清フィーレイ1群、2群の配布	

•  レジオネラ免疫血清ハッケリ1群+2群の配布	

•  レジオネラ免疫血清アニサ配布	

•  レジオネラ免疫血清ロンディニエンシス1群、2群配布	


•  3）病原体検出マニュアルの改訂	

	

•  4)これまで市販DDHキット で検出される菌種に入っていなかったが、日本の環境から分
離されている6菌種� L. busanensis,  L. gresilensis, L. londiniensis, L. nautarum,  L. 
quinlivanii, L. geestianaを追加したキットを試作、同定希望者に配布	


	

•  5）環境水からのレジオネラの分離：精度管理�	




衛生微生物技術協議会レジオネラ・レファレンスセンター	

2007年8月よりレジオネラ臨床分離株の収集を開始	

	

患者から菌分離がなされると、感染源の解明につながる
とともに、菌種、血清群の同定、遺伝子型別等が可能にな
り、起因菌の年次推移や、地域的特性、あるいは推定感
染源との関連等が明らかになってくることが期待される。	



レジオネラレファレンスセンターにおいて	  
検査結果のまとめを報告	

3.分与依頼書	

5.菌株受領書	 6.検査結果送付	

(1)菌株検査情報　4.菌株送付	

2.菌株依頼	

1.発生動向調査	
担
当
部
署	

細菌第一部	

感染症情報	  
センター	

保健所	

感染研所長	 地研所長	

現在までに、地衛研等より、226株（集団感染事例に
よる重複を除く、行政検査12事例を含む）のレジオネ
ラ臨床分離株の提供を受けている。　平成24年5月現在。	



分離年別レジオネラ臨床分離株	

昨年４３株、今年４５株追加（過去に遡って追加）	



収集臨床分離株の内訳　	
2012年5月末日現在	

L. pneumophila	219株 (97%)	 L. feeleii 	 	1株 (0.4%)	

    SG1　183株 (84.7%)	 L. londiniensis 	1株 (0.4%)	

SG2   5株 (2.2%)	 L. longbeachae	4株 (1.8%)	

 SG3　 10株 (4.4%)	 L. rubrilucens 	1株 (0.4%)	

SG4　 2株 (0.9%)	

SG5　 6株 (2.7%)	

SG6　 7株 (3.1%)	

SG9　 2株 (0.9%)	

SG10　1株 (0.4%)	

SG12　1株 (0.4%)	

SG15　1株 (0.4%)	

　　 Untypable　1株 (0.4%)	

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　　　　　　226株 (100%)	



h,p://www.hpa-‐bioinforma:cs.org.uk/legionella/legionella_sbt/php/sbt_homepage.php	  
7つの遺伝子の一部領域をPCRで増幅し、遺伝子配列を決定し、型別する（2007年に新し
い遺伝子が追加）。	
MLST法と同一の手法だが、病原性に関係する遺伝子も用いているため、SBT法と称して
いる。	
例)（flaA, pilE, asd, mip, mompS, proA, neuA)=(2,3,9,10,2,1,6)ST23	

2007年10月に現サイトができた。	
The European Working Group for Legionella Infections 	  

遺伝子型別の方法	  

ーSBTー	  

(sequence-‐based	  
typing)	  



臨床分離株の遺伝子型と株数	
213の L.	  pneumophila臨床分離株は	  

110	  種類の遺伝子型（ST）に分けられた。	  	  
（neuA	  が増幅できなかった血清群5の5株と血清群10の1株を除く）	  
	  

	
No.	  of	  isolates	   ST	

14	 ST23,	  ST138	 

12	 ST120	 

8	 ST384	 

7	 ST93	 

6	 ST1,	  ST306	 

5	 ST353	 

4	 ST42,	  ST505,	  ST507,	  ST609	 

3	 ST132,	  ST354,	  ST537,	  ST644,	  ST1077	 

2	 ST2,	  ST39,	  ST59,	  ST68,	  ST89,	  ST139,	  ST142,	  ST211,	  ST256,	  ST352,	  
ST392,	  ST530,	  ST550,	  ST566,	  ST687,	  ST876,	  ST1136	 

1	 76種類のST	

IOD	  0.983	  	  

集団感染事例で見られたSTに下線を付した（ST138は2事例、ST23は3事例） 	



レファレンスセンター臨床分離株	
2011年度まで　213株	

遺伝子型別の結果をminimum	  spanning	  treeで示す	

l  似ているST同士を各遺伝子の差異数に比例した長さの
“枝”で結び、枝の長さの総長が細小になるようにする。�

l  数字はST型を示し、円の大きさは、株数に比例する。�

l  隣り合う遺伝子座の違いが2つ以下のSTの集団をclonal 
complexとして示した。�



レファレンスセンター臨床分離株	
2011年度まで　213株	

遺伝子型別の結果をminimum	  spanning	  treeで示す	

浴槽水（推定/確定）	  
不明	  
津波（溺水）	  
塵埃（推定）	  
土壌（推定）	  
院内（推定）	  
シャワー（推定/確定）	  
加湿器（確定）	  
エアコン（推定）	  
プール（推定）	  
砂（推定）	

感染源別に
色分けをした	

株数	
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国外で報告例あり�

L. pneumophila 環境分離株
のminimum spanning tree�

臨床分離例あり�

Appl Environ Microbiol 2012 �

Group-S1 �

Group-S3 �

Group-B3 �

Group-B2 �

Group-C1 �

Group-B1 �

Group-C2 �

Group-S2 �



レファレンスセンター臨床分離株	
2011年度まで　213株	

遺伝子型別の結果をminimum	  spanning	  treeで示す	

感染源別に
色分けをした	

株数	

Group-S1 �

Group-S3 �

Group-B3 �

Group-B2 �

Group-C1 �

Group-B1 �

Group-U1 �

Group-C2 �
浴槽水（推定/確定）	  
不明	  
津波（溺水）	  
塵埃（推定）	  
土壌（推定）	  
院内（推定）	  
シャワー（推定/確定）	  
加湿器（確定）	  
エアコン（推定）	  
プール（推定）	  
砂（推定）	



	  
まとめ	  

	  
SBTの疫学的有用性が確認できた。	  
	  
感染源や、地域、分離年代による違いが明らかに
なってきた。	  
	  
今後も環境分離株も含め、レジオネラ菌株の収集
を継続し、SBTを行なう予定である。	  
	  
ご協力をよろしくお願い致します。	  
	


